










【要約】HTLV-1 抗体検査では、スクリーニング検査の後に他の方法で抗体の特異性を確認

するという方法がとられている。現在、確認法としては、蛍光抗体法(IF)やウエスタンプ

ロット法(WB)酵素抗体法(EIA)による吸収試験が広く用いられているが、WB は抗原転写膜

の精度や判定の基準に問題があり確認試験としての価値に疑問が持たれている。今回、env

抗原gp46に対する抗体の検出可能な抗原転写膜を用いて、HTLV-1特異抗体の検出を試み、

他の抗体検査法との比較および polymerase chain reaction(PCR)による HTLV-1DNA の検出

結果との相関から WB 法による確認試験の有用性や判定基準について検討した。 


